
 

印
西
市
域
と
北
総
の
「
百
庚
申
」
に
つ
い
て
―
最
近
の
調
査
と
知
見
か
ら
― 
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は
じ
め
に 

庚
申
塔
は
、
近
世
か
ら
の
村
落
共
同
体
建
立
の
石
塔
を
代
表
す
る
石
造

物
で
あ
る
。
千
葉
県
で
は
松
戸
市
幸
谷
観
音
境
内
の
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）
の
板
碑
型
山
王
廿
一
社
文
字
塔
を
近
世
庚
申
塔
の
初
出
（
1
）
と
し

て
、
文
字
塔
の
ほ
か
阿
弥
陀
・
地
蔵
・
聖
観
音
な
ど
の
像
塔
を
経
て
、
江

戸
中
期
に
は
青
面
金
剛
像
造
塔
が
定
番
化
し
、
後
期
前
半
は
「
青
面
金
剛
」

銘
、
文
政
期
頃
か
ら
は
「
庚
申
塔
」
銘
の
文
字
塔
が
主
流
と
な
り
、
最
も

普
遍
的
な
石
造
物
と
し
て
、
数
多
く
建
て
ら
れ
て
き
た
。 

村
境
の
庚
申
塚
に
は
、
こ
れ
ら
各
時
期
の
庚
申
塔
が
数
基
以
上
の
並
ぶ

姿
は
珍
し
く
な
い
が
、
北
総
及
び
印
西
市
域
の
庚
申
塔
群
で
特
異
な
の
は
、

江
戸
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
「
百
庚
申
」
で
あ
る
。 

百
庚
申
は
、
一
石
に
「
百
庚
申
」
銘
や
「
庚
申
」
な
ど
の
文
字
を
多
数

刻
ん
だ
「
一
石
百
庚
申
」
と
、
百
基
ま
た
は
多
数
の
庚
申
塔
を
一
か
所
に

造
立
す
る
「
多
石
百
庚
申
」
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は
祈
願
の
た
め
の
供
養

は
数
多
い
方
が
有
効
と
の
「
数
量
信
仰
」
に
基
づ
く
と
い
う
。 

百
庚
申
に
つ
い
て
は
、『
千
葉
県
石
造
文
化
財
調
査
報
告
』（
2
）
の
「
庚

申
塔
」
の
章
の
本
文
に
数
行
の
概
説
と
表
に
一
〇
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、『
房
総
の
石
仏
』
第
一
二
号
に
榎
本
正
三
氏
が
「
武
西
の
百
庚
申
」(

3
）

と
題
し
て
、
江
戸
後
期
に
派
生
し
た
北
総
の
百
庚
申
の
概
説
と
印
西
市
武

西
（
む
ざ
い
）
の
百
庚
申
の
調
査
結
果
を
詳
し
く
報
告
し
、
さ
ら
に
北
総

の
百
庚
申
二
三
例
（
う
ち
一
例
は
茨
城
県
）
の
表
を
掲
載
さ
れ
、
こ
の
報

告
は
筆
者
に
と
っ
て
地
域
の
百
庚
申
を
理
解
す
る
た
め
の
好
資
料
で
あ
っ

た
。 こ

の
「
北
総
百
庚
申
」
表
の
二
三
例
の
う
ち
、
二
〇
例
が
多
石
百
庚
申

で
、
印
西
市
域
に
多
石
百
庚
申
が
五
例
も
あ
る
こ
と
も
驚
き
で
あ
っ
た
が
、

さ
ら
に
、
筆
者
が
同
行
し
た
二
〇
一
四
年
二
月
の
印
西
市
教
育
委
員
会
の

調
査
で
、
榎
本
氏
の
表
に
あ
っ
た
本
埜
地
区
（
旧
本
埜
村
域
）
笠
神
の
笠

神
（
か
さ
が
み
）
社
に
加
え
て
、
同
地
区
の
蘇
羽
鷹
（
そ
ば
た
か
）
神
社

に
も
近
代
の
百
庚
申
が
造
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
印
西
市
域
の

百
庚
申
は
六
例
と
な
っ
た
。 

武
西
の
百
庚
申
の
ほ
か
、
印
西
地
区
の
小
林
と
浦
部
の
百
庚
申
に
つ
い

て
は
、
印
西
町
教
育
委
員
会
の
調
査
報
告
書
『
印
西
町
石
造
物
』（
15
・
17
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
埜
地
区
の
笠
神
の
笠
神
社
と
印
旛
地
区
（
旧

印
旛
村
域
）
の
松
虫
の
百
庚
申
に
つ
い
て
は
、
両
地
区
の
石
造
物
調
査
が

未
完
で
、
榎
本
氏
の
表
の
簡
潔
な
一
行
デ
ー
タ
以
外
の
情
報
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
印
西
市
域
の
三
か
所
の
百
庚
申
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
査

し
た
結
果
を
報
告
し
た
い
。 

ま
た
、
一
石
百
庚
申
を
含
む
北
総
の
百
庚
申
に
つ
い
て
、
最
近
刊
行
さ

れ
た
東
庄
町
や
旧
小
見
川
町
な
ど
各
地
の
石
造
物
調
査
報
告
、
匝
瑳
市
な

ど
の
広
報
か
ら
新
た
に
把
握
で
き
た
三
〇
例
を
含
む
計
五
二
例
の
百
庚
申

を
表
1
と
表
2
で
紹
介
し
、
併
せ
て
そ
の
考
察
を
述
べ
た
い
。 
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一 

印
西
市
域
の
百
庚
申
か
ら 

  

１ 
笠
神
社
の
百
庚
申 

榎
本
氏
の
「
武
西
の
百
庚
申
」(

3)

の
「
北
総
の
百
庚
申
の
対
比
表
（
平

成
十
年
十
一
月
調
査
）
」
の
「
番
号
四
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
百
庚
申
で
あ

る
。
（
同
書
の
「
昭
和
六
十
年
資
料
」
表
で
は
「
番
号
五
」
） 

印
西
市
笠
神
は
、
江
戸
時
代
の
干
拓
に
よ
る
田
圃
の
中
の
台
地
の
裾
を

巡
る
集
落
で
、
中
世
に
は
、
利
根
川
と
印
旛
沼
が
合
わ
さ
る
内
海
に
突
き

出
し
て
い
た
こ
の
独
立
台
地
に
、
笠
神
城
が
築
か
れ
て
い
た
。
城
主
の
館

跡
と
推
定
さ
れ
る
台
地
の
東
側
の
山
腹
に
は
南
陽
院
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、

ま
た
南
側
山
麓
の
鳥
居
か
ら
参
道
を
登
る
と
、
笠
神
城
の
物
見
台
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
蘇
羽
鷹
神
社
が
あ
る
。
ま
た
西
側
山
麓
に
は
、
中
世
城
館

地
名
で
あ
る
字
「
根
古
屋
」
の
集
落
が
あ
り
、
そ
の
集
落
を
通
る
ム
ラ
往

還
に
沿
っ
て
産
土
の
笠
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
（
図
3
） 

笠
神
社
の
こ
の
百
庚
申
は
、
笠
神
社
の
社
殿
に
向
っ
て
左
側
（
北
側
）

に
四
一
基
、
右
側
（
南
側
）
に
五
四
基
が
向
か
い
合
っ
て
設
置
さ
れ
、
青

面
金
剛
像
塔
一
七
基
、「
庚
申
塔
」
銘
の
文
字
塔
七
八
基
、
計
九
五
基
が
並

ぶ
姿
は
壮
観
で
あ
る
。
（
写
真
1
・
2
） 

像
塔
の
高
さ
は
六
〇
㎝
前
後
、
文
字
塔
は
四
八
㎝
前
後
で
、
い
ず
れ
も

駒
型
で
、
脇
に
年
銘
が
あ
り
慶
應
元
年
～
三
年
（
一
八
六
五
～
七
）
の
三

年
間
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
造
立
年
別
に
集
計
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な

る
。 ・

慶
應
元
年
＝
一
一
基
（
像
塔
二
基
・
文
字
塔 

九
基
） 

・
慶
應
二
年
＝
三
六
基
（
像
塔
七
基
・
文
字
塔
二
九
基
） 

・
慶
應
三
年
＝
三
〇
基
（
像
塔
七
基
・
文
字
塔
二
三
基
） 

・
年
不
明 

＝
一
八
基
（
像
塔
一
基
・
文
字
塔
一
七
基
） 

配
置
図
を
図
１
に
示
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
時
点
で
は
ま
だ
新

し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
上
に
据
え
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇

一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
地
震
後
に
建
て
直
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
九
五
基

の
元
の
並
び
方
の
順
は
不
明
で
あ
る
が
、
配
置
図
か
ら
当
初
、
慶
應
元
年

塔
は
左
側
の
列
の
手
前
に
、
慶
應
二
年
塔
は
同
列
の
奥
に
、
慶
應
三
年
塔

は
右
側
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

石
塔
脇
の
寄
進
者
と
思
わ
れ
る
銘
は
、「
舩
戸 

根
子
屋 

講
中
」（
「
舟

戸
」
や
「
根
子
谷
」
の
表
記
も
あ
り
）
が
一
七
基
、
個
人
名
が
村
内
四
二

名
、
村
外
が
一
三
名
、
無
銘
ま
た
は
不
明
が
二
三
基
で
あ
っ
た
。 

青
面
金
剛
像
の
像
容
は
、
剣
と
シ
ョ
ケ
ラ
を
持
つ
六
臂
像
で
、
頭
部
が

天
を
衝
く
よ
う
に
と
が
っ
て
い
て
、
こ
の
像
容
は
、
同
時
期
に
近
く
の
栄

町
上
町
に
建
立
さ
れ
た
百
庚
申
の
青
面
金
剛
像
に
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た

足
元
の
邪
鬼
は
、
石
工
の
個
性
が
よ
く
出
て
い
て
、
そ
の
正
面
を
向
く
姿

は
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。 

ま
た
損
傷
し
た
石
塔
数
基
分
が
右
側
の
列
の
後
ろ
に
寄
せ
集
め
ら
れ
て

あ
り
、
数
え
る
と
像
塔
一
基
と
文
字
塔
四
基
の
計
五
基
分
あ
り
、
こ
れ
を

復
元
す
れ
ば
元
は
像
塔
一
八
基
、
文
字
塔
八
二
基
の
計
一
〇
〇
基
と
な
る
。 

現
在
の
像
塔
と
文
字
塔
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
一
対
四
の
比
率
な
の
で
、
像

塔
一
基
に
文
字
塔
四
基
の
サ
イ
ク
ル
で
連
続
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。 

百
庚
申
以
外
に
は
、
五
基
の
庚
申
塔
が
百
庚
申
の
列
に
並
ん
で
い
る
。

最
古
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
銘
の
二
童
子
と
三
猿
が
つ
く
高
さ
九
八

㎝
の
青
面
金
剛
像
塔
で
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
銘
、
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
銘
、
慶
應
三
年
銘
（
一
八
六
七
）
、
年
不
明
が
つ
づ
く
。
こ
の
う

ち
高
さ
一
四
五
㎝
の
文
字
塔
の
建
立
日
「
慶
應
三
卯
年
十
一
月
吉
日
」
銘

は
、
百
庚
申
造
立
の
三
年
目
の
慶
応
三
年
の
建
立
月
日
と
同
じ
で
、
ま
た

台
石
に
三
三
名
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
百
庚
申
完
成

供
養
を
目
的
に
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

榎
本
氏
の
平
成
一
〇
年
調
査
表
で
は
、
像
塔
一
三
基
と
文
字
塔
八
八
基

の
計
一
〇
一
基
、
百
庚
申
以
前
の
庚
申
塔
四
基
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
大
型
の
文
字
塔
も
百
庚
申
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 



 
 

  

       

写真 1 笠神の笠神社の百庚申（北側列・左 3 基は慶應元年銘） 

 

写真 2 笠神の笠神社の百庚申（南側列・慶應 2～3年銘） 

 

写真 3 笠神の蘇羽鷹神社の百庚申（昭和 10 年銘の列） 明治 16 年銘像塔 

  



 

図 1 

 



２ 

笠
神
の
蘇
羽
鷹
神
社
の
百
庚
申 

笠
神
城
の
物
見
台
跡
と
推
定
さ
れ
る
尾
根
上
に
鎮
座
す
る
蘇
羽
鷹
神
社

境
内
に
は
、
享
保
一
八
（
一
七
三
四
）
年
「
南
無
青
面
金
剛
尊
／
同
行
三

十
人
」
銘
の
庚
申
塔
と
、
近
代
に
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
百
庚
申
が
図
２
の

配
置
図
の
よ
う
に
狭
い
境
内
両
脇
に
整
然
と
並
ん
で
い
る
。 

百
庚
申
は
、
高
さ
四
一
～
五
一
㎝
の
駒
型
の
「
庚
申
塔
」
銘
の
文
字
塔

五
四
基
と
、
青
面
金
剛
像
塔
六
基
の
計
六
〇
基
で
、
右
面
に
は
一
部
に
建

立
年
月
日
が
、
左
面
に
は
す
べ
て
に
寄
進
者
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

造
立
さ
れ
た
年
銘
別
に
分
け
る
と
、
社
殿
に
向
っ
て
右
側
、
鳥
居
の
右

横
の
塚
上
に
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
銘
の
文
字
塔
五
基
と
像
塔
一
基

の
計
六
基
、
参
道
左
側
の
燈
籠
の
手
前
に
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

銘
の
文
字
塔
一
七
基
と
像
塔
二
基
の
計
一
九
基
が
あ
り
、
社
殿
前
の
広
場

の
右
側
に
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
銘
の
像
塔
三
基
と
、
年
銘
は
な

い
が
昭
和
一
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
文
字
塔
二
四
基
の
計
三
三
基
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
像
塔
と
文
字
塔
の
配
列
は
、
明
治
一
六
年
の
八
基
は
中
央
に

像
塔
を
、
明
治
三
三
年
の
一
九
基
は
両
端
に
像
塔
を
置
き
、
昭
和
一
〇
年

の
三
三
基
は
両
端
と
中
央
付
近
に
像
塔
を
置
く
。 

二
〇
一
六
年
現
在
、
明
治
三
三
年
の
一
九
基
は
仰
向
け
に
倒
れ
た
ま
ま
、

落
ち
葉
や
苔
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
全
体
に
建
立
後
の
補
修
は
な
い
と
み

ら
れ
る
。 

青
面
金
剛
像
の
像
容
は
、
笠
神
社
の
幕
末
期
の
百
庚
申
の
主
尊
の
表
情

に
み
ら
れ
る
怒
髪
天
を
衝
く
よ
う
な
勢
い
は
な
く
、
衣
文
の
表
現
も
簡
略

化
さ
れ
、
邪
鬼
も
か
ろ
う
じ
て
存
在
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
明
治

以
降
の
像
容
の
あ
る
石
仏
は
、
一
般
的
に
子
安
像
か
地
蔵
像
ぐ
ら
い
で
あ

り
、
近
代
の
青
面
金
剛
像
の
像
容
例
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。 

こ
の
百
庚
申
の
建
立
に
は
三
次
に
わ
た
っ
て
五
二
年
間
か
か
っ
て
お
り
、

近
代
に
入
っ
て
、
笠
神
地
区
の
三
世
代
の
人
々
に
よ
り
造
塔
が
継
続
さ
れ

た
事
例
は
類
を
見
な
い
。 

ま
た
百
庚
申
に
は
四
〇
基
足
り
な
い
が
、
六
〇
と
い
う
数
は
干
支
の
一

周
の
数
で
も
あ
り
、
ま
た
狭
い
境
内
に
合
わ
せ
た
数
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。 

 

                          

写真 4 笠神蘇羽鷹神社 

 



 

 
 

図 2 

 

図 3 笠神の笠神社・蘇羽鷹神社地図 

 

鳥居

1～2 文字塔 明治16・11・1 庚申塔 文字塔 享保18・10・24

百庚申 3 文字塔 明治16・11 9 像塔 明治33・1・吉

8基 4 像塔 明治16・11・1 百庚申 10～16 文字塔 明治33・1・吉

5～8 文字塔 明治16・11・1 19基 17 文字塔

18～26 文字塔 明治33・1・吉

27 像塔 明治33・1・吉

28 像塔 昭和10・3・-

百庚申 29～47 文字塔

33基 48 像塔 昭和10・3・-

49～59 文字塔

60 像塔 昭和10・3・-

蘇羽鷹神社社殿

蘇羽鷹神社の百庚申配置図



３ 

松
虫
の
路
傍
の
百
庚
申 

印
旛
地
区
松
虫
の
路
傍
の
百
庚
申
に
つ
い
て
は
、
榎
本
氏
の
「
北
総
の

百
庚
申
」
表
の
番
号
六
に
「
文
政
二
年
銘
・
像
塔
一
〇
〇
基
」
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
る
。 

松
虫
寺
は
、
聖
武
天
皇
の
皇
女
松
虫
姫
が
重
病
を
患
っ
て
下
総
に
下
向
、

萩
原
郷
の
薬
師
仏
に
よ
り
病
が
癒
え
た
の
で
、
一
寺
を
建
て
松
虫
寺
と
名

づ
け
た
と
い
う
伝
説
の
古
刹
で
、
国
の
重
要
文
化
財
の
七
仏
薬
師
像
も
あ

り
、
史
跡
散
歩
な
ど
で
訪
ね
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。 

そ
の
松
虫
寺
山
門
前
の
路
傍
に
は
百
庚
申
が
あ
り
、
そ
の
数
が
五
〇
基

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
残
り
の
五
〇
基
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
あ
っ
た
。
松
虫
寺
の
前
の
路
傍
と
は
少
し
離
れ
た
杉
自
塚
（
姥
塚
）

の
付
近
に
も
百
庚
申
ら
し
き
石
塔
群
を
か
つ
て
見
た
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
、

今
回
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
松
虫
寺
山
門
前
の
路
傍
の
百
庚
申
と
同
じ

仕
様
の
庚
申
塔
が
五
〇
基
並
ん
で
い
て
、
合
わ
せ
て
一
〇
〇
基
が
半
数
ず

つ
二
つ
の
地
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

以
下
、
図
4
の
地
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
松
虫
寺
前
の
路
傍
を
第
一
地

点
、
杉
自
塚
付
近
を
第
二
地
点
と
し
て
、
分
け
て
そ
の
現
状
を
報
告
す
る
。 

 

① 

第
一
地
点
の
百
庚
申
と
石
造
物 

松
虫
寺
へ
向
か
う
道
の
右
側
（
南
側
）
に
、
手
前
か
ら
移
転
記
念
碑
「
松

虫
百
庚
申
之
碑
」
、
庚
申
塔
、
百
庚
申
の
像
塔
五
〇
基
及
び
灯
篭
な
ど
の
残

欠
が
図
5
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

記
念
碑
の
銘
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 「 
 

松
虫
百
庚
申
塔
之
碑 

此
處
に
奉
祀
す
る
青
面
金
剛
像
群
は
区
内
三
良
谷
に
あ
る
一
群
の
尊
像

と
共
に
／
松
虫
百
庚
申
塔
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
も
と
区
内
長
作
に
祀
ら
れ

て
い
た
享
保
十
八
年
／
は
じ
め
て
中
尊
が
奉
斎
さ
れ
た
が
文
政
十
二
年
願

主
右
兵
衛
氏
／
等
有
志
十
七
人
に
よ
っ
て
更
に
百
基
の
庚
申
塔
を
建
立
し

て
松
虫
村
の
安
泰
を
祈
念
し
爾
来
子
孫
代
／
代
こ
れ
を
継
承
し
て
今
日
に

至
っ
た
が
同
所
が
県
営
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
用
地
と
な
／
る
た
め
此
の
地
に

移
し
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
茲
に
遷
座
を
記
念
し
関
係
者
の
名
／
を
刻
銘

し
て
こ
の
碑
を
建
立
す
る 

 
 

 
 

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
申
日 

 

松
虫
庚
申
講
一
同 

 
 

」 

 

碑
文
の
「
三
良
谷
」
に
つ
い
て
は
、
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
で
い
た
だ

い
た
小
字
地
図
に
よ
り
、
松
虫
寺
北
側
の
杉
自
塚
付
近
と
判
明
し
、
移
転

当
初
か
ら
二
つ
の
場
所
に
分
け
て
配
置
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

記
念
碑
の
左
側
に
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
銘
の
角
柱
型
文
字
塔

の
庚
申
塔
が
あ
り
、
そ
の
右
側
に
百
庚
申
の
高
さ
約
五
〇
㎝
の
青
面
金
剛

像
塔
が
前
後
二
列
で
隙
間
な
く
並
ぶ
。
百
庚
申
の
列
中
央
に
木
製
の
小
祠

が
あ
り
、
中
に
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
銘
の
青
面
金
剛
像
塔
が
祀
ら

れ
て
い
る
。「
松
虫
百
庚
申
之
碑
」
で
い
う
「
も
と
区
内
長
作
に
祀
ら
れ
て

い
た
」
百
庚
申
の
中
尊
で
あ
る
。 

百
庚
申
は
こ
の
中
尊
を
中
心
に
、
左
側
に
二
八
基
、
右
側
に
二
二
基
が

配
置
さ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
青
面
金
剛
像
塔
で
あ
る
。
そ
の
像
容
は
、
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
で
、
素
朴
な
彫
法
か
つ
画
一
的
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
複
数
の
石
工
が
係
っ
て
造
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
灯
篭
残
欠
に
も
「
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
一
月
吉
日
」

の
銘
が
刻
ま
れ
て
あ
り
、
移
設
前
は
、
武
西
の
百
庚
申
の
よ
う
に
、
百
庚

申
に
付
属
す
る
奉
賽
物
と
し
て
そ
の
景
観
を
整
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

  



写真 5 松虫の百庚申 第 1地点左側の列 

 

写真 6 松虫の百庚申 第 1地点右側の列 

 



 

写真 7 松虫の百庚申 第 2地点 杉自塚と北側の列 

 

写真 8 ニュータウン開発前の松虫の百庚申 (出典 4) 

 



 

 

  
 

図 4 松虫の百庚申 地図 図 5  

 

 

図 6 松虫の百庚申の元あった場所の地図 図 7 左の場所の現在の地図 

  



② 

第
二
地
点
の
百
庚
申
と
石
造
物 

「
杉
自
塚
」
は
、
こ
の
地
に
残
っ
て
養
蚕
や
機
織
り
を
伝
え
た
松
虫
姫

の
姥
「
杉
自
」
を
慕
う
村
人
が
、
そ
の
没
後
に
築
い
た
と
い
う
伝
説
の
塚

で
、
小
字
三
良
谷
、
松
虫
寺
北
側
の
道
の
Ｔ
字
分
岐
路
に
あ
る
。（
図
4
） 

百
庚
申
の
像
塔
は
、
こ
の
塚
を
起
点
に
株
木
を
経
て
木
下
に
通
じ
る
古

道
入
口
の
左
側
に
二
三
基
、
右
側
に
二
七
基
の
計
五
〇
基
が
並
べ
ら
れ
て

あ
る
。
（
図
5
）
左
側
の
手
前
か
ら
一
〇
基
目
と
一
一
基
目
の
間
に
は
樹

木
と
祠
が
あ
り
、
祠
内
に
は
崩
壊
し
て
像
容
不
明
の
角
柱
型
石
塔
と
そ
の

残
欠
が
、
石
塔
の
前
に
は
、
高
さ
一
五
～
二
五
㎝
ぐ
ら
い
の
小
型
な
駒
型

の
文
字
庚
申
塔
四
基
が
あ
っ
た
。 

右
側
は
、
手
前
に
祠
が
あ
り
、
中
に
「
庚
申
／
文
政
十
二
年
九
月
日
」

銘
の
道
標
付
庚
申
塔
が
あ
り
、
そ
の
左
か
ら
二
七
基
の
百
庚
申
像
塔
が
並

ん
で
い
る
（
写
真
7
）
。 

ま
た
Ｔ
字
路
中
央
の
塚
に
は
、「
文
政
十
二
年
十
一
月
吉
日
」
の
銘
の
灯

篭
の
残
欠
が
あ
り
、
第
一
地
点
と
合
わ
せ
て
、
当
初
は
一
対
の
灯
篭
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
他
「
庚
申
塔
婆
」
銘
の
自
然
石
の
石
塔
が

あ
る
。 

 

以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
百
庚
申
は
、
中
尊
の
享
保
十
八
年
銘
庚
申
塔
、

道
標
付
庚
申
塔
、
一
対
の
灯
篭
な
ど
と
共
に
、
長
作
の
旧
地
か
ら
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
造
成
の
た
め
移
転
し
た
と
判
明
し
た
が
、
元
あ
っ
た
長
作
の
場
所

や
景
観
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

印
西
市
教
育
委
員
会
の
能
勢
幸
枝
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、『
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書Ⅱ

』(

4)

に
掲
載
さ
れ
た
地
図

と
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

も
と
百
庚
申
の
あ
っ
た
場
所
（
図
6
）
は
、
松
虫
寺
か
ら
五
〇
〇
ｍ
位

南
、
現
在
の
北
総
鉄
道
の
印
旛
日
本
医
大
駅
の
東
側
線
路
の
脇
あ
た
り
（
図

7
）
と
推
定
さ
れ
、
か
つ
て
道
沿
い
に
中
尊
を
中
心
に
左
右
に
百
庚
申
が

並
ん
で
い
た
姿
（
写
真
8
）
は
壮
観
で
あ
っ
た
。 

二 

北
総
の
百
庚
申
に
つ
い
て 

  

１ 

多
石
百
庚
申
の
現
状 

表
1
は
、
榎
本
氏
の
「
武
西
の
百
庚
申
」（
3
）
に
あ
る
表
を
基
本
に
、

最
新
の
知
見
に
よ
る
デ
ー
タ
を
補
充
し
た
表
で
、
一
石
百
庚
申
は
別
の
表

2
に
ま
と
め
、
ま
た
取
手
市
小
文
間
の
例
は
一
応
県
外
と
し
て
外
し
、
四

一
例
の
多
石
百
庚
申
を
、
東
端
の
所
在
地
か
ら
西
へ
列
挙
し
た
。 

こ
の
四
一
例
の
中
で
、
多
石
百
庚
申
の
先
駆
け
と
な
る
の
は
、
本
稿
の

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
印
西
市
松
虫
の
百
庚
申
№
21
で
、
青
面
金

剛
像
塔
一
〇
〇
基
を
一
時
に
建
立
し
、
灯
篭
一
対
も
奉
賽
し
て
い
る
。 

続
い
て
柏
市
域
な
ど
利
根
川
流
域
で
、
天
保
年
間
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、

数
多
く
建
立
さ
れ
る
が
、
像
塔
の
割
合
は
文
字
塔
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
、

や
や
大
き
め
の
像
塔
一
〇
基
と
定
形
の
文
字
塔
九
〇
基
が
セ
ッ
ト
の
百
庚

申
が
主
流
と
な
る
。
な
か
で
も
、
印
西
市
武
西
№
23
と
浦
部
№
24
、
お
よ

び
鎌
ヶ
谷
市
大
仏
の
八
幡
神
社
№
40
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
、
文
字
九
基
お

き
に
像
塔
一
基
を
配
置
す
る
建
立
当
時
の
姿
を
今
も
よ
く
伝
え
て
い
る
。 

像
塔
に
刻
像
さ
れ
る
像
容
は
、
六
臂
剣
持
型
青
面
金
剛
像
が
邪
鬼
を
踏

む
像
が
多
い
。
百
庚
申
が
建
て
ら
れ
た
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
期
は
、
ほ
と

ん
ど
の
庚
申
塔
が
文
字
塔
と
な
る
時
代
で
、
こ
の
時
期
の
青
面
金
剛
像
は
、

ま
さ
に
百
庚
申
あ
っ
て
の
像
容
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
印
西
市
笠

神
の
蘇
羽
鷹
神
社
の
百
庚
申
の
青
面
金
剛
像
は
、
明
治
と
昭
和
前
期
の
稀

有
な
像
容
例
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
す
べ
て
文
字
塔
と
い
う
多
石
百
庚
申
も
野
田
市
や
流
山
、
松

戸
市
の
江
戸
川
流
域
に
み
ら
れ
る
。
流
山
市
鰭
ヶ
崎
の
東
福
寺
№
37
の
百

庚
申
は
、
句
碑
な
ど
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
板
石
状
の
自
然
石
に
「
庚
申
」

と
刻
ん
だ
風
雅
な
塔
で
あ
る
。 

ま
た
船
橋
市
前
原
東
五
丁
目
路
傍
の
庚
申
塚
№
41
の
百
庚
申
も
、
文
字

塔
の
み
の
百
庚
申
で
あ
る
。
報
告
例
が
な
い
の
で
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ



ろ
、
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
な
ど
青
面
金
剛
像
塔
三
基
と
文
字
庚
申

塔
一
基
の
前
に
、
細
長
い
駒
型
の
「
庚
申
塔
」
銘
の
文
字
塔
七
〇
基
と
残

欠
数
基
が
前
後
四
列
に
並
べ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
年
銘
不
明
で
あ
る
が
、
形

態
か
ら
幕
末
期
以
降
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 

百
庚
申
の
中
央
に
中
尊
を
配
置
す
る
事
例
は
、
松
虫
の
よ
う
に
百
庚
申

建
立
以
前
の
庚
申
塔
を
置
く
場
合
と
、
武
西
の
よ
う
に
建
立
以
後
も
百
庚

申
を
信
仰
し
て
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。 

石
塔
群
の
形
態
は
、
定
形
の
駒
型
石
塔
を
列
状
に
配
置
す
る
事
例
が
基

本
で
あ
る
が
、
利
根
川
下
流
域
の
東
庄
町
域
や
匝
瑳
市
域
で
は
、
丸
く
細

長
い
枕
状
の
飯
岡
石
自
然
石
に
「
庚
申
」
と
刻
ん
で
多
数
集
積
す
る
形
態

の
百
庚
申
が
特
異
的
に
多
い
。
（
6
） 

筆
者
が
本
会
見
学
会
で
実
見
し
た
匝
瑳
市
大
浦
路
傍
の
百
庚
申
は
、
元

文
二
年
銘
の
笠
付
角
柱
型
の
青
面
金
剛
塔
の
下
の
周
り
に
、
こ
の
よ
う
な

飯
岡
石
製
の
「
庚
申
」
銘
の
石
塔
を
多
数
隙
間
な
く
立
て
た
形
態
（
写
真
9
）

で
あ
り
、
成
田
市
以
西
で
見
慣
れ
て
い
る
百
庚
申
と
は
異
な
る
東
総
の
百

庚
申
の
姿
に
驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
地
域
的
に
は
、
東
総
か
ら
利
根
川
流
域
と
、
野
田
か
ら
南
下
す

る
江
戸
川
流
域
に
多
く
分
布
す
る
一
方
、
内
陸
の
八
千
代
市
・
白
井
市
と

東
京
湾
岸
の
千
葉
市
で
は
、
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
も
多
石
百
庚
申
の
報
告

例
は
な
い
。 

多
石
百
庚
申
は
、
百
基
並
ぶ
特
異
な
景
観
か
ら
、
印
西
市
浦
部
や
鎌
ヶ

谷
市
大
仏
の
八
幡
神
社
の
よ
う
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の
時
代
の
石
塔
が
も
ろ
い
軟
質
石
材
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
損
傷
し
て
一
部
が
失
わ
れ
、
後
世
の
補
修
に
よ
り
改
変
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
さ
ら
に
我
孫
子
市
岡
発
戸
の
八
幡
神
社
№
26
の
よ
う
に

一
四
基
の
み
残
し
て
そ
の
残
欠
が
多
数
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、

柏
市
高
田
の
正
徳
寺
№
34
の
よ
う
に
一
部
が
無
縁
塔
に
置
か
れ
て
い
る

も
の
な
ど
、
も
は
や
原
形
す
ら
と
ど
め
な
い
百
庚
申
も
あ
る
。 

ま
た
道
路
拡
張
や
市
街
地
化
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
松
戸
市

大
谷
口
の
神
明
神
社
№
39
の
場
合
は
二
か
所
の
百
庚
申
を
一
か
所
に
移

転
、
ま
た
印
西
市
松
虫
で
は
半
数
ず
つ
二
か
所
に
分
け
て
移
転
し
て
い
た
。 

印
西
市
武
西
の
百
庚
申
№
23
は
、
そ
の
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
も
あ
っ
て

印
西
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
大

規
模
な
都
市
開
発
に
よ
り
、
大
型
の
公
園
の
片
隅
に
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ

て
立
ち
入
り
も
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
周
り
の
環
境
の
変
貌
に
往
時
の

姿
を
失
い
つ
つ
あ
る
。 

百
庚
申
は
、
柏
市
布
瀬
№
28
の
百
庚
申
の
よ
う
に
ム
ラ
往
還
に
列
を
な

し
て
並
ぶ
姿
に
こ
そ
、
民
間
信
仰
を
物
語
る
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
あ

り
、
そ
の
調
査
と
共
に
保
存
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。 

 ２ 

一
石
百
庚
申
に
つ
い
て 

「
一
石
百
庚
申
」
と
は
、
一
石
に
「
百
庚
申
」
な
ど
の
銘
が
あ
る
単
一

の
庚
申
塔
で
、
榎
本
氏
の
北
総
の
百
庚
申
の
表
で
は
、
三
例
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
今
回
、
報
告
書
な
ど
か
ら
拾
い
上
げ
た
北
総
の
百
庚
申
の
総

数
は
十
一
例
で
、
造
立
年
順
に
表
2
に
示
し
た
。 

分
類
す
る
に
は
ま
だ
母
数
が
少
な
い
が
、
そ
の
銘
文
内
容
か
ら
、
①
「
庚

申
百
箇
度
参
」「
庚
申
百
社
参
詣
」
な
ど
の
「
参
詣
」
型
、
②
青
面
金
剛
百

体
や
「
庚
申
」
百
文
字
を
刻
む
「
百
体
」
型
、
③
「
百
庚
申
」
銘
型
に
分

け
て
、
先
輩
諸
氏
の
論
考
か
ら
一
石
百
庚
申
の
系
譜
を
考
察
し
、
新
し
く

拾
い
上
げ
た
い
く
つ
か
の
事
例
に
つ
い
て
も
そ
の
性
格
も
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う
。 

 

① 

参
詣
型
一
石
百
庚
申 

榎
本
氏
は
、
柏
市
布
施
弁
天
№
1
の
「
奉
納
百
庚
申
百
箇
度
参
大
願
成

就
」
の
銘
と
、
印
西
市
松
崎
・
火
皇
子
神
社
№
4
の
「
庚
申
百
社
参
詣
供

養
塔
」
の
銘
文
に
注
目
し
、
№
1
の
銘
「
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
」

頃
か
ら
百
体
の
庚
申
塔
を
巡
拝
す
る
と
い
う
庚
申
信
仰
の
新
分
野
の
台
頭

が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
ム
ラ
内
で
の
百
体
の
庚
申
塔
の
建
立



が
行
わ
れ
た
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
百
体
の
庚
申
塔
を
巡
拝
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
一
石
百
庚

申
は
、
「
奉
参
詣
百
社
庚
申
塔
」
銘
の
八
千
代
市
桑
橋
№
2
の
事
例
に
も

見
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
百
」
の
意
味
は
、
北
総
地
方
に
根
強
い
信
仰
の
あ
る
百
万
遍
念

仏
、
百
堂
念
仏
、
百
観
音
巡
礼
な
ど
暮
ら
し
に
息
づ
く
「
百
」
の
思
想
に

よ
る
と
し
、
百
庚
申
の
成
立
は
百
庚
申
参
り
の
成
立
で
も
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
一
〇
ヵ
所
の
百
庚
申
を
巡
拝
す
る
こ
と
に
よ
る
「
千
庚
申
」
の
成

立
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
（
3
） 

野
田
市
内
に
は
寛
政
八
年
の
「
奉
拝
千
庚
申
為
大
願
成
就
」
銘
を
初
出

と
し
て
、「
千
庚
申
」
九
基
と
「
萬
庚
申
」
一
基
の
庚
申
巡
拝
塔
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
（
23
）
こ
の
よ
う
な
千
や
万
の
庚
申
参
詣
も
、
榎
本
氏
が
述

べ
た
よ
う
に
、
多
石
百
庚
申
の
普
及
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 

②
百
体
型
一
石
百
庚
申 

一
方
、
多
摩
石
仏
の
会
の
石
川
博
司
氏
は
、
一
石
百
庚
申
が
群
馬
・
栃

木
な
ど
北
関
東
や
多
摩
な
ど
武
蔵
地
方
に
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
一
石
に
青

面
金
剛
像
や
、「
青
面
金
剛
」・「
庚
申
」
の
文
字
を
一
〇
〇
ま
た
は
多
数
刻

ん
だ
一
石
百
文
字
庚
申
塔
も
あ
り
、
そ
の
群
馬
県
の
事
例
と
し
て
縣
敏
夫

著
『
図
説
庚
申
塔
』（
30
）
に
掲
載
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
銘
の
「
倉

渕
・
百
体
青
面
金
剛
塔
」
や
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
銘
の
「
御
霊
神

社
・
百
書
体
庚
申
塔
」
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
（
28
） 

前
者
の
倉
渕
・
百
体
青
面
金
剛
塔
は
、
青
面
金
剛
像
を
百
体
浮
彫
り
し

た
唯
一
の
庚
申
塔
で
、
縣
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
の
寛
政
九
年
に
は
、
近

隣
の
甘
楽
町
に
「
庚
申
」
文
字
を
一
〇
〇
刻
ん
だ
塔
が
初
め
て
造
立
さ
れ
、

群
馬
県
内
に
明
治
期
ま
で
七
〇
基
ほ
ど
の
一
石
百
文
字
庚
申
塔
が
立
て
ら

れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。 

後
者
の
御
霊
神
社
・
百
書
体
庚
申
塔
は
、「
猿
田
彦
大
神
」
の
主
銘
の
周

り
に
、「
庚
申
」
の
文
字
を
書
家
に
よ
る
百
の
異
な
る
書
体
で
刻
ん
だ
一
石

百
書
体
の
庚
申
塔
で
あ
る
。
群
馬
県
で
は
一
石
百
文
字
庚
申
塔
が
競
い
合

う
よ
う
に
普
及
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
末
に
は
こ
の
よ
う
な
凝
っ
た
百
書
体

塔
も
造
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

北
総
で
は
、
当
会
か
ら
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
東
庄
町
石
造
文
化
財
調
査

報
告
』
に
、
小
貝
野
の
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
塔
№
7
の
銘
文
欄
に
は

「
庚
申
（
一
〇
〇
字
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
実
見
し
て
い
な
い
が
、
北
関

東
系
の
一
石
百
文
字
庚
申
塔
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
№
11
の
銚
子
市
都
波
岐
神
社
の
「
大
青
面
金
剛
百
体
庚
申
」
銘

塔
、
№
3
の
八
千
代
市
麦
丸
台
の
「
一
百
青
面
金
剛
王
」
銘
塔
も
、
青
面

金
剛
百
体
を
表
す
銘
文
と
推
定
さ
れ
る
。 

江
戸
時
代
後
期
は
、
庶
民
が
寺
社
参
詣
を
目
的
に
広
く
旅
行
し
、
ま
た

行
脚
す
る
宗
教
者
と
接
し
て
、
各
地
の
情
報
が
流
入
し
交
差
す
る
時
代
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
総
で
も
、
系
譜
が
異
な
る
一
石
百
庚
申
が
あ
っ

て
不
思
議
で
は
な
い
。
茨
城
県
内
を
含
め
、
よ
り
広
域
の
百
庚
申
を
把
握

で
き
れ
ば
、
そ
の
分
布
や
系
譜
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
う
。 

 

③
「
百
庚
申
」
銘
型
一
石
百
庚
申 

北
関
東
で
「
百
庚
申
」
と
い
え
ば
、
自
然
石
に
「
百
庚
申
」
と
刻
ん
だ

一
石
百
庚
申
を
指
す
ほ
ど
一
般
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
北
総
で
は
№
10
の

匝
瑳
市
高
野
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
№
5
の
白
井
市
復
の
「
奉

納
百
庚
申
塔
」
、
№
8
の
野
田
市
中
里
と
№
9
の
東
金
野
井
の
「
百
庚
申

供
養
塔
」
銘
の
百
庚
申
塔
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
一
石
百
庚
申
自
体

の
数
は
意
外
と
少
な
い
。 

事
例
を
集
め
て
み
な
い
と
一
石
百
庚
申
全
体
の
傾
向
は
つ
か
め
な
い
が
、

石
塔
数
が
多
く
迫
力
の
あ
る
多
石
百
庚
申
や
、
野
田
市
の
事
例
の
よ
う
な

「
千
庚
申
」
銘
の
方
が
、
有
難
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
た
め
か
、
一

石
百
庚
申
は
北
総
に
お
い
て
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 



 

お
わ
り
に 

 

私
が
百
庚
申
に
出
会
っ
た
の
は
、
子
安
塔
の
調
査
中
に
鎌
ヶ
谷
市
大
仏

の
八
幡
神
社
で
目
に
し
た
百
庚
申
の
姿
で
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
青
面
金

剛
像
塔
と
文
字
塔
が
規
則
正
し
く
神
社
境
内
参
道
に
建
ち
並
ぶ
姿
が
印
象

深
く
、
そ
の
後
、
同
様
な
形
態
の
印
西
市
域
の
百
庚
申
に
つ
い
て
も
興
味

を
持
っ
て
調
べ
て
い
た
が
、
関
東
一
円
の
一
石
百
庚
申
を
広
く
調
べ
ら
れ

て
い
る
石
川
博
司
氏
と
出
会
っ
て
、
私
の
百
庚
申
へ
の
認
識
が
、
関
東
の

中
で
も
、
北
総
に
特
殊
な
多
石
百
庚
申
に
つ
い
て
の
限
ら
れ
た
知
識
で
あ

っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
逆
に
石
川
氏
は
、
私
が
差
し
上
げ
た
笠
神

の
百
庚
申
の
調
査
結
果
や
榎
本
氏
の
論
考(

3
）
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
百

庚
申
へ
の
異
な
っ
た
理
解
と
石
造
文
化
圏
の
違
い
を
強
く
感
じ
ら
れ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
（
29
） 

本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
本
会
主
催
の
旧
本
埜
村
の
石
造
物
見
学

会
で
案
内
し
た
笠
神
の
二
つ
の
百
庚
申
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
と
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
石
川
氏
の
手
稿
『
石
佛
雑
記
ノ
ー
ト
』
の
記
事
に
背
中

を
押
さ
れ
る
よ
う
に
、
分
不
相
応
に
も
北
総
全
体
の
百
庚
申
デ
ー
タ
を
収

集
し
考
察
す
る
内
容
と
な
っ
た
。 

か
つ
て
榎
本
正
三
氏
が
、「
武
西
の
百
庚
申
」
で
北
総
全
体
の
百
庚
申
に

つ
い
て
調
べ
、
一
石
百
庚
申
の
銘
文
か
ら
百
庚
申
の
成
立
に
つ
い
て
考
察

さ
れ
た
の
が
十
七
年
前
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
新
た
な
デ
ー
タ
を
補
充
す
る

と
と
も
に
、
石
川
氏
の
手
稿
に
導
か
れ
て
、
一
石
百
庚
申
を
含
む
北
総
の

百
庚
申
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
心
が
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。 

拾
い
逃
し
た
百
庚
申
の
デ
ー
タ
や
論
考
の
不
十
分
さ
も
多
々
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
の
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。 

最
後
に
資
料
検
索
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
能
勢
様
ほ
か
印
西
市
教
育
委

員
会
の
皆
様
、
野
田
市
の
デ
ー
タ
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
石
田
年
子
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

写真 9  

匝瑳市大浦・路傍の百庚申 

写真 10 

船橋市前原東 5 丁目・庚申塚の百庚申 
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13 

Ｈ
Ｐ
「
成
田
に
吹
く
風
」h

ttp
://n

a
rita

-k
a
z
e
.jp

/ 

14 

『
石
と
の
語
ら
い
』
印
西
町
教
育
委
員
会 

一
九
九
二 

15 

『
小
林
地
区
調
査
報
告
書
‐
印
西
町
石
造
物
第
２
集
‐
』 

印
西
町
教
育
委
員
会 

一
九
八
一 

16 

『
船
穂
地
区
調
査
報
告
書
‐
印
西
町
石
造
物
第
５
集
‐
』 

印
西
町
教
育
委
員
会 

一
九
八
七 

17 

『
永
治
地
区
調
査
報
告
書
‐
印
西
町
石
造
物
第
６
集
‐
』 

印
西
町
教
育
委
員
会 

一
九
八
九 

18 

『
我
孫
子
の
庚
申
塔
』
我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
合
同
部
会 

 

二
〇
〇
〇 

19 

Ｈ
Ｐ
「
石
仏
神
心
」h

ttp
://se

k
ib

u
tu

.b
lo

g
s
p

o
t.jp

/ 
 

20 

Ｈ
Ｐ
「
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
葛
飾
」 

h
ttp

://b
lo

g
s.y

a
h

o
o
.co

.jp
/n

o
n

k
i1

9
4

5
 

21 

『
柏
の
金
石
文
（
１
）
』
柏
市 

一
九
九
六 

22 

Ｈ
Ｐ
「
雨
曇
子
日
記
」 

h
ttp

://b
lo

g
.g

o
o
.n

e
.jp

/ts
u

k
a

z
a

k
i-u

d
o
n

k
o
 

23 

石
田
年
子
「
野
田
市
百
庚
申
一
覧
」
（
手
稿
） 

 

24 

Ｈ
Ｐ
「
写
真
で
つ
づ
る
流
山
の
道
」 

h
ttp

://n
a
g
a

re
y
a
m

a
m

ich
i.b

lo
g
.fc2

.co
m

/ 

25 

入
谷
雄
二
「
松
戸
・
大
谷
口
神
明
神
社
の
百
庚
申
」 

『
房
総
の
石
仏
』
第
二
〇
号 

二
〇
一
〇 

26 

『
鎌
ヶ
谷
市
資
料
編Ⅱ

金
石
文
』
鎌
ヶ
谷
市 

一
九
八
六 

27 

三
谷
和
夫
「
東
葛
の
庚
申
塔
」
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報 

 

第
一
二
八
号 

二
〇
一
二 

28 

石
川
博
司
「
百
庚
申
と
千
庚
申
」
『
野
仏
』
第
三
六
集 

 

多
摩
石
仏
の
会 

二
〇
〇
五 

29 

石
川
博
司
『
石
佛
雑
記
ノ
ー
ト
』
七
六
号 

七
七
号 

 

多
摩
野
仏
研
究
会 

二
〇
一
六 

30 

縣
敏
夫
『
図
説
庚
申
塔
』 

揺
籃
社
一
九
九
九 

31 

木
原
律
子
他
「
睦
地
区
の
石
造
文
化
財
④
」
『
よ
な
も
と
今
昔
』 

一
三
号 

阿
蘇
郷
土
研
究
サ
ー
ク
ル 

一
九
九
七 

 

32 
『
白
井
市
石
造
物
調
査
報
告
書
第
一
集
』
白
井
市
教
育
委
員
会 

 
一
九
八
六 

 

33 

『
日
本
の
石
仏
』
一
〇
九
号 

日
本
石
仏
協
会 

二
〇
〇
四 

34 

「
匝
瑳
探
訪
一
〇
八 

百
庚
申
」
『
広
報
そ
う
さ
』
二
〇
一
五 



  
 

表
　

1
-
1

北
総

の
多

石
百

庚
申

　
一

覧
表

出
典

の
数

字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

。
造

塔
年

・
塔

数
の

太
字

は
、

太
字

の
出

典
に

よ
る

N
o.

所
在

地
　

造
塔

年
西

暦
像

塔
文

字
塔

形
状

文
字

塔
銘

文
出

典

1
銚

子
市

・都
波

岐
神

社
2
0
0以

上
駒

型
庚

申
19

2
旭

市
東

足
洗

天
保

6
～

元
治

元
1
8
35

～
1
8
64

100
駒

型
庚

申
塔

2
.  3

3
東

庄
町

笹
川

い
大

木
戸

・庚
申

塚
弘

化
4
年

1847
61

自
然

石
大

青
面

金
剛

・庚
申

5

4
東

庄
町

平
山

法
木

作
・庚

申
塚

弘
化

5
年

1848
不

明
自

然
石

青
面

金
剛

王
5

5
東

庄
町

舟
戸

作
ノ

内
・左

右
神

社
不

明
42

自
然

石
庚

申
塔

5

6
東

庄
町

神
田

花
香

・宇
賀

神
社

天
保

6
1835

101
自

然
石

青
面

金
剛

・
庚

申
5
.　

6

7
東

庄
町

粟
野

宿
・
庚

申
塚

天
保

1
5

1844
多

数
自

然
石

青
面

金
剛

・
庚

申
5

8
東

庄
町

青
馬

・庚
申

塚
江

戸
末

期
98

自
然

石
青

面
金

剛
・
庚

申
5
.　

6

9
匝

瑳
市

大
寺

不
明

多
数

自
然

石
6

10
匝

瑳
市

大
浦

・路
傍

不
明

多
数

自
然

石
庚

申
7

11
香

取
市

米
野

井
・
戸

田
神

社
多

数
自

然
石

6

12
香

取
市

増
田

・村
山

不
明

42
駒

型
青

面
金

剛
王

9

13
香

取
市

北
原

地
新

田
・稲

荷
神

社
安

政
7

1860
多

数
二

連
駒

型
等

庚
申

8

14
成

田
市

竜
台

・路
傍

寛
政

1
2
～

安
政

6
1
8
00

～
1
8
59

1
4

8
5

駒
型

庚
申

塔
・青

面
金

剛
尊

他
3.　

1
0
.　

1
1

15
成

田
市

宝
田

桜
谷

津
（R

408
傍

）
明

和
元

～
明

治
4
0

 1
7
64

～
1
9
07

7
0
前

後
七

連
駒

型
等

庚
申

塔
1
0
.　

1
2
.　

2
9

16
成

田
市

宝
田

後
（
R

4
0
8傍

）
文

久
2

1862
4

2
1

駒
型

庚
申

塔
1
0
.　

1
3
.　

2
9

17
成

田
市

西
和

泉
不

明
5

22
駒

型
庚

心
塔

／
孝

心
塔

／
庚

申
塔

／
青

面
金

剛
1
0
.　

1
3
.　

2
9

18
栄

町
上

町
・
路

傍
慶

応
2

1866
10

81
駒

型
庚

申
塔

3

19
印

西
市

笠
神

・笠
神

社
慶

応
元

～
慶

応
3

1
8
65

～
1
8
67

1
8

8
2

駒
型

庚
申

塔
3
.　

本
稿

20
印

西
市

笠
神

・蘇
羽

鷹
神

社
明

治
1
6
～

昭
和

1
0

1
8
83

～
1
9
35

6
54

駒
型

庚
申

塔
本

稿

21
印

西
市

松
虫

・路
傍

（
2
か

所
）

文
政

1
2

1829
100

駒
型

2
.  3

.　
 本

稿

22
印

西
市

小
林

・猿
田

彦
神

社
天

保
6
～

明
治

元
1
8
35

～
1
8
64

98
駒

型
庚

申
塔

2
.  3

.　
1
4
.　

1
5



 

表
　

1
-
2

北
総

の
多

石
百

庚
申

　
一

覧
表

出
典

の
数

字
は

、
参

考
文

献
の

番
号

。
造

塔
年

・
塔

数
の

太
字

は
、

太
字

の
出

典
に

よ
る

N
o.

所
在

地
　

造
塔

年
西

暦
像

塔
文

字
塔

形
状

文
字

塔
銘

文
出

典

23
印

西
市

武
西

・路
傍

文
久

3
1863

10
90

駒
型

庚
申

塔
3
.　

1
4
.　

1
6

24
印

西
市

浦
部

・路
傍

天
保

1
0

1839
10

90
駒

型
庚

申
塔

2
.  3

.　
1
7
.　

2
0

25
我

孫
子

市
高

野
山

・香
取

神
社

天
保

1
5
年

～
嘉

永
5

1
8
44

～
1
8
52

9
9
1

駒
型

庚
申

塔
3.　

1
8

26
我

孫
子

市
岡

発
戸

・八
幡

神
社

弘
化

4
～

安
政

5
1
8
47

～
1
8
58

1
17

駒
型

庚
申

塔
18

27
我

孫
子

市
緑

二
丁

目
・大

光
寺

天
保

1
3
～

嘉
永

元
1
8
42

～
1
8
48

37
駒

型
庚

申
塔

18

28
柏

市
布

瀬
・
路

傍
文

政
7
～

明
治

8
1
8
24

～
1
8
75

9
9
4

駒
型

庚
申

塔
3.　

1
9
.　

2
0

29
柏

市
布

施
・
布

施
弁

天
江

戸
後

期
6

40
駒

型
庚

申
塔

2
.  3

.　
1
9
.

30
柏

市
柏

・諏
訪

神
社

天
保

3
～

嘉
永

6
1
8
32

～
1
8
53

10
80

駒
型

青
面

金
剛

3.　
2
1
.　

2
2

31
柏

市
名

戸
ヶ

谷
・香

取
神

社
天

保
6
～

元
治

元
1
8
35

～
1
8
64

10
86

駒
型

青
面

金
剛

・
庚

申
塔

2
.  3

.　
2
0
.　

2
1

32
柏

市
南

増
尾

28
3

天
保

7
～

昭
和

1
2

1
8
36

～
1
9
37

5
95

駒
型

青
面

金
剛

・
百

体
庚

申
大

願
成

就
3.　

2
0
.　

2
1

33
柏

市
松

ヶ
崎

・香
取

神
社

天
保

1
2
～

弘
化

5
1
8
41

～
1
8
48

4
88

駒
型

青
面

金
剛

2
0
.　

2
7

34
柏

市
高

田
・
正

徳
寺

天
保

1
2
～

万
延

元
1
8
41

～
1
8
60

5
9

駒
型

庚
申

2
0
.　

2
7

35
野

田
市

西
三

ヶ
尾

・香
取

神
社

天
保

9
1838

6
8

駒
型

庚
申

・
百

庚
申

供
養

塔
3.　

1
9

36
野

田
市

下
三

ケ
尾

　
駒

形
香

取
神

社
天

保
1
1

1840
数

十
駒

型
庚

申
・
百

庚
申

供
養

塔
23

37
流

山
市

鰭
ヶ

崎
・東

福
寺

江
戸

後
期

97
自

然
石

型
庚

申
2
.  3

.　
2
4

38
流

山
市

前
平

井
･旧

東
栄

寺
55

27

39
松

戸
市

大
谷

口
・
神

明
神

社
安

政
7

1860
1
9
7

駒
型

庚
申

塔
2
.  3.　

2
5

40
鎌

ヶ
谷

市
大

仏
・
八

幡
神

社
天

保
1
2
～

天
保

1
3

1
8
41

～
1
8
42

1
0

9
0

駒
型

庚
申

塔
2
.  3.　

2
6

41
船

橋
市

前
原

東
5
丁

目
・庚

申
塚

不
明

70
駒

型
庚

申
塔

本
稿



 

  

表
　

2
北

総
の

一
石

百
庚

申
　

一
覧

表
    

造
塔

年
順

。
す

べ
て

文
字

塔
。

出
典

の
数

字
は

参
考

文
献

の
番

号

N
o.

所
在

地
造

塔
年

西
暦

形
状

銘
文

出
典

1
柏

市
布

施
・
布

施
弁

天
寛

政
1
2
年

1800
角

柱
型

奉
納

百
庚

申
百

箇
度

参
大

願
成

就
3
.　

1
9

2
八

千
代

市
桑

橋
　

字
作

ヶ
谷

津
文

化
9

1812
駒

型
奉

参
詣

百
社

庚
申

塔
　

31

3
八

千
代

市
麦

丸
台

・
庚

申
塚

文
化

1
2

1815
駒

型
一

百
青

面
金

剛
王

31

4
印

西
市

松
崎

・
火

皇
子

神
社

文
化

1
3
年

1816
駒

型
庚

申
百

社
参

詣
供

養
塔

3
.　

1
6

5
白

井
市

復
・
八

幡
神

社
文

化
1
3
年

1816
駒

型
奉

納
百

庚
申

塔
32

6
印

西
市

松
崎

・
山

の
下

庚
申

塚
文

政
4
年

1821
駒

型
青

面
金

剛
尊

／
百

庚
申

3
.　

1
6

7
東

庄
町

小
貝

野
向

地
・
共

同
墓

地
文

政
9
年

1826
角

柱
型

大
青

面
金

剛
／

庚
申

（
1
00

字
）

5

8
野

田
市

中
里

・
西

岸
寺

境
内

文
政

1
3

1830
兜

巾
型

百
庚

申
供

養
23

9
野

田
市

東
金

野
井

嘉
永

7
1854

角
柱

型
百

庚
申

供
養

塔
2
3
.　

3
3

10
匝

瑳
市

高
野

　
笹

曽
根

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

万
延

元
1860

自
然

石
百

村
　

百
庚

申
34

11
銚

子
市

・
都

波
岐

神
社

慶
応

元
年

1865
駒

型
大

青
面

金
剛

百
体

庚
申

2
.  3


